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羽田空港

横須賀港

東京湾アクアライン

千葉港

東京湾海上交通センター

着地：横須賀保安部

発地：東京海上保安部

東水路

西水路

東京港内交通管制室 千葉港内交通管制室

川崎港内交通管制室

レーダーサービスエリア

視察航路（案）

発着地

レーダー局

交通管制室

横浜港内交通管制室
本牧レーダー局

浦安レーダー局

観音埼レーダー局

海ほたるレーダー局

ＵＳライン

ＢＮライン

ＫＥライン

木更津港
ＵＮライン

位置通報ライン

ＨＥライン

1

東京湾内等視察コース



羽田空港

②

⑥
③

①

④

② 東京電力品川火力発電所

③ 東京電力大井火力発電所

④ 大井コンテナ埠頭

① レインボーブリッジ

⑦

⑦ 東京ゲートブリッジ

⑥ 青海コンテナ埠頭

⑤ 船の科学館（東京港内交通管制室）
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際
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お台場海
浜公園

有明

勝どき

月島

豊洲

青海

大井

●

●
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●
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京浜港（東京区）の主な施設
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15,000

15,500

16,000

16,500

17,000

20,000

23,000

26,000

29,000

32,000

H20 H21 H22 H23 H24

入港船舶

総トン数（万トン）（H24年4位）

隻数（隻）(H24年35位）

管制航路
管制船舶

(H25年入航隻数）
管制対象船舶
（H25年入航隻数）

東京東航路
長さ：1,500m,幅：300m

150m以上・油送船千トン
以上(3,452隻)

50m以上(５百トン未満
除く)(5,009隻)

東京西航路
長さ：7,200m,幅：600m

300m以上・油送船５千トン
以上,(333隻)

100m以上(13,816隻)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H20 H21 H22 H23 H24

貨物取扱量

全取扱貨物量（万トン）（H24年第10位）

コンテナ貨物量（万トン）（H24年第1位）

出典：港湾統計

出典：港湾統計

出典：港湾統計

万トン隻

入航隻数は海上保安庁調べ

万トン

入港隻数は海上保安庁調べ

衣類・

履物等
12%

電気機器
8%

製造食品
7%

家具装飾品
7%

化学工業品
6%

その他
60%

輸入貨物（H24）

出典：PORT OF TOKYO

輸入
41%

移入
27%

輸出
16%

国内移出
16%

取扱貨物の構成（H24）
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京浜港（東京区）の特徴



船 種
0000～
2400

0600
～
0800

1000
～
1200

1600
～
1800

貨物船 81 21 5 14

タンカー 4 1 - -

旅客船 20 - - 4

その他 54 10 9 5

合計 159 32 14 23

平成２５年１０月２８日の
ＡＩＳ搭載船舶の通航状況

０６００～０８００

１０００～１２００

１６００～１８００

０６００

００００～２４００

１８００

錨泊・
漂泊船
：１７隻

錨泊・
漂泊船
：７隻
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京浜港（東京区）における通航船舶の状況

１１００錨泊・
漂泊船
：１０隻



航 路 名 東 京 東 航 路 東 京 西 航 路

信 号 所 名 10号地信号所、中央防信号所、 15号地北・南信号所 大井信号所、１３号地信号所、晴海信号所 羽田船舶信号所（ミニカム）

入航
信号 「 Ｉ 」の点滅

・入航船は、入航可
・長さ50m以上(総トン数500ﾄﾝ未満を除く)の船舶は、
出航禁止
・長さ50m未満又は総トン数500トン未満の出航船は、
出航可

･入航船は、入航可
・長さ100m以上の船舶は、出航禁止
但し、港長の指示を受けた船舶は、出航可
・長さ100m未満の出航船は出航可

出航
信号 「Ｏ」の点滅

・出航船は、出航可
・全長50m以上(総トン数500ﾄﾝ未満を除く)の船舶は、
入航禁止
・長さ50m未満又は総トン数500トン未満の入航船は、
入航可

・出航船は、出航可
・長さ100m以上の船舶は、入航禁止
但し、港長の指示を受けた船舶は、入航可
・長さ100m未満の入航船は、入航可

自由
信号 「Ｆ」の点滅

・長さ150m(油送船は、総トン数1,000ﾄﾝ)以上の入出
航船は入出航禁止
・長さ150m（油送船は、総トン数1,000トン）未満の入
出航船舶は、入出航可

・長さ300m(油送船は総トン数5,000ﾄﾝ)以上の入出
航船は、入出航禁止
・長さ300m（油送船は総トン数5,000トン）未満の
入出航船舶は、入出航可

禁止
信号 「Ｘ」の点灯 ・港長の指示を受けた船舶以外は入出航禁止

切替
予告
信号

「Ｘ・Ｉ」
の交互点滅

・航路内航行船は、入出航行可
・航路外にある長さ50m以上の入出航船舶（総トン数
500トン未満の船舶を除く）は、航路外で航路内航行
船舶の進路を避けて待機
・航路外にある長さ50m未満又は総トン数500トン未
満の入出航船は、入出航可
・信号は間もなく「 Ｉ 」又は「O」又は「F」の文字の点
滅に変わる

・航路内航行船は、入出航行可
・航路外にある長さ100m以上の入出航船は、航
路外で航路内航行船の進路を避けて待機
但し、港長の指示を受けた船舶は、入出航可
・航路外にある長さ100m未満の入出航船舶は、
入出航可
・信号は間もなく、「 Ｉ 」又は「O」又は「F」の文字の
点滅に変わる

「Ｘ・Ｏ」
の交互点滅

「Ｘ・Ｆ」
の交互点滅

「Ｘ」の点灯
・航路内航行船は入出航行可
・航路外にある全船舶は、航路外で航路内航行船の進路を避けて待機
・信号は間もなく「Ｘ 」の点灯に変わる

※羽田船舶信号所は東京西航路に対する信号です。

１秒 ２秒 ３秒

１秒 ２秒３秒

１秒２秒１秒２秒

１秒２秒１秒２秒

６秒

２秒

２秒

３秒
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京浜港（東京区）の管制信号の意味



⑥ 東京電力東扇島発電所

⑤ 東亜石油② 川崎天然ガス発電

②
①

⑦
⑥

⑤
① ＪＲ火力発電所

④

⑦ 東扇島オイルターミナル

●
●

●

川崎区

横浜区

浮島

扇
東扇島

●

●

●

末広

羽田空港

千鳥

水江

扇島

大川

大黒ふ頭

大黒

④ 東京電力川崎火力発電所

⑨ コンテナ埠頭

※●●● は、信号所

⑧

⑧ ＪＦＥスチール③ 川崎港内管制室

⑨

③

●

●

京浜港（川崎区）の主な施設
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入航隻数は海上保安庁調べ

LNG
34%

原油
27%

石炭
12%

鉄鉱石
12%

石油

製品
5%

その他
10%

輸入貨物（H24）

8,000

9,000

10,000

11,000

20,000

23,000

26,000

29,000

32,000

H20 H21 H22 H23 H24

入港船舶

総トン数（万トン）（H24年7位）

隻数（隻）(H24年37位）

管制航路
管制船舶

(H25年入航隻数）

鶴見航路
長さ：2,300m,幅290m

1,000トン以上
(9,371隻)

川崎航路
長さ:1,850m,幅:250m

1,000トン以上
(4,988隻)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H20 H21 H22 H23 H24

貨物取扱量

全取扱貨物量（万トン）（H24年第8位）

輸入取扱貨物量（万トン）（H24年第3位）

※LNG第4位,原油5位（H24年）

出典：港湾統計

出典：港湾統計

万トン隻

出典：港湾統計

出典：港湾統計

入港隻数は海上保安庁調べ

出典：川崎港港湾統計年報

万トン

輸入
57%

輸出
10%

移入
16%

移出
17%

取扱貨物の構成（H24）
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京浜港（川崎区）の特徴



船 種
0000
～
2400

0600
～
0800

1000
～
1200

1700
～
1900

貨物船 47 10 5 10

タンカー 55 9 3 7

旅客船 18 - - 4

その他 84 14 11 16

合計 204 33 19 37

平成２５年１０月２８日の
ＡＩＳ搭載船舶の通航状況

１１００

０６００

１９００

０６００～０８００

１０００～１２００

１７００～１９００

錨泊・
漂泊船
：１１隻

錨泊・
漂泊船
：７隻

錨泊・
漂泊船
：７隻
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京浜港（川崎区）における通航船舶の状況



航 路 名 鶴 見 航 路 川 崎 航 路

信 号 所 名 鶴見、鶴見第二信号所 川崎信号所

入航
信号 「 Ｉ 」の点滅

・入航船は、入航可
・総トン数1,000トン以上の船舶は出航禁止
・総トン数1,000ﾄﾝ未満の出航船舶は出航可

･入航船は、入航可
・総トン数1,000トン以上は出航禁止
・総トン数1,000ﾄﾝ未満の出航船舶は出航可

出航
信号 「Ｏ」の点滅

・出航船は、出航可
・総トン数1,000トン以上の船舶は入航禁止
・総トン数1,000ﾄﾝ未満の入航船舶は入航可

・出航船は、出航可
・総トン数1,000トン以上は入航禁止
・総トン数1,000トン未満の入航船舶は入航可

注意
信号 「Ｘ」の点滅

〔南水路〕
・南水路内航行中の船舶は入出航可
・南水路以外にある船舶は入出航禁止
但し、北水路から出航中の航行船舶は出航可
〔北水路〕
・北水路内航行中の船舶は入出航可
・北水路以外にある船舶は入出航禁止
但し、京浜運河第１区から出航中の航行船舶は出航
可

・航路内航行中の船舶は入出航可
・航路外にある船舶は入出航禁止
但し、京浜運河第４区から出航中の航行船舶は出航可

禁止
信号 「Ｘ」の点灯

〔南水路〕
・港長の指示を受けた船舶以外は入出航禁止
但し、北水路から出航中の航行船舶は出航可
〔北水路〕
・港長の指示を受けた船舶以外は入出航禁止
但し、鶴見信号所内側信号板が「Ｔ」の点灯又は「Ｔ」
の点滅の時は、京浜運河第１区からの出航船舶は出
航可

・港長の指示船を受けた船舶以外は入出航禁止
但し、川崎信号所内側信号板が「Ｋ」の点灯又は「Ｋ」の点滅の
時は、京浜運河第４区からの出航船舶は出航可
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京浜港（川崎区）の管制信号の意味



航 路 名 京浜運河

信 号 所 名 鶴見、田辺、池上、塩浜、水江、川崎、大師信号所

東航
信号

「Ｋ 」の点灯 ・東行船は東行可、枝運河への入航可
・総トン数1,000トン以上の西行及び枝運河からの出航禁止

枝運河
東航信号

「Ｋ」の点滅 ・東行船は東行可、枝運河からの出航可
・総トン数1,000トン以上の西行船及び枝運河への入航禁止

西航
信号

「Ｔ」の点灯
・西行船は西行可、枝運河への入航可
・総トン数1,000トン以上の東行及び枝運河からの出航禁止

枝運河
西航信号

「Ｔ」の点滅
・西行船は西行可、枝運河からの出航可
・総トン数1,000トン以上の東行船および枝運河への入航禁止

注意信号 「Ｘ」の点滅
・東行又は西行中の船舶は、それぞれ東行又は西行可
・停泊中の船舶は航行禁止

禁止信号 「Ｘ」の点灯
・港長の指示を受けた船舶以外の船舶は東行又は西行禁止
但し、京浜運河第１区においては鶴見信号所の外側信号板の「Ｉ」の点滅を見て入航した船舶は東行可、また、京浜運
河第４区において川崎信号所の外側信号板の「Ｉ」の点滅を見て入航した船舶は西行可
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京浜港（川崎区）の管制信号の意味



●

●

●

⑤ 横浜港内交通管制室

③ ランドマークタワー

② 東京電力横浜火力発電所

大黒ふ頭

羽田空港

⑤

⑥

①

本牧埠頭

山下埠頭

みなとみらい

大黒

瑞穂

新港●三管区本部

① 扇島パワーステーション

④

②

③

⑥ 横浜港国際流通センター

※●●は、信号所

川崎区

横浜区
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京浜港（横浜区）の主な施設

④ マリンタワー



入航隻数は海上保安庁調べ

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

35,000

38,000

41,000

44,000

H20 H21 H22 H23 H24

入港船舶

総トン数（万トン）（H24年1位）

隻数（隻）(H24年14位）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

H20 H21 H22 H23 H24

貨物取扱量

全取扱貨物量（万トン）（H24年第3位）

輸入・移入貨物量（万トン）（H24年第3位）
出典：港湾統計

万トン隻

出典：港湾統計

輸入
37%

国内移入
22%

輸出
27%

国内移出
14%

取扱貨物の構成（H24）

LNG

18%

原油

12%
製造

食品

4%

衣類・はきもの

4%

その他

62%

輸入貨物（H24） 管制航路
管制船舶

(H25年入航隻数）
管制対象船舶
（H25年入航隻数）

横浜航路
長さ：4,500m,幅：400m

160m以上・油送船千トン
以上(4,604隻)

50m以上(５百トン未
満除く)(15,638隻)

出典：港湾統計 出典：横浜港統計年報

万トン
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京浜港（横浜区）の特徴

入港隻数は海上保安庁調べ



船 種
0000
～
2400

0600
～
0800

1000
～
1200

1500
～
1700

貨物船 61 12 3 11

タンカー 4 - 1 1

旅客船 18 - - 3

その他 173 29 16 28

合計 256 41 20 43

平成２５年１０月２８日の
ＡＩＳ搭載船舶の通航状況 ０６００～０８００

１０００～１２００ 錨泊・
漂泊船：
９隻

１１００

１７００錨泊・
漂泊船
：１２隻
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１５００～１７００

京浜港（横浜区）における通航船舶の状況

０６００錨泊・
漂泊船
：１２隻



航 路 名 横 浜 航 路

信 号 所 名 大黒、内港、本牧信号所

入航
信号 「 Ｉ 」の点滅

・入航船は、入航可
・長さ50m（総トン数500トン未満を除く) 以上の船舶は出航禁止
但し、港長の指示を受けた船舶は、出航可
・長さ50m未満又は総トン数500トン未満の出航船は、出航可

出航
信号 「Ｏ」の点滅

・出航船は、出航可
・長さ50m（総トン数500トン未満を除く）以上の船舶は入航禁止
但し、港長の指示を受けた船舶は、入航可
・長さ50m未満又は総トン数500トン未満の入航船舶は、入航可

自由
信号 「Ｆ」の点滅

・長さ160ｍ（油送船は総トン数1,000トン）以上の船舶は入出航禁止
・上記以外の船舶は入出航可

禁止
信号 「Ｘ」の点灯 ・港長の指示を受けた船舶以外は入出航禁止

切替
予告
信号

「Ｘ・Ｉ」
の交互点滅 ・航路内航行船は航行可

・航路外にある50m（総トン数500トン未満の船舶は除く）以上の船舶は、航路外で航路内航行船の進路を避けて
待機
但し、港長の指示を受けた船舶は、入出航可
・東水路から入航しようとする船舶は入航可、また、西水路から出航しようとする船舶は出航可
・信号は間もなく「 Ｉ 」又は「Ｏ」又は「Ｆ」の文字の点滅に変わる

「Ｘ・Ｏ」
の交互点滅

「Ｘ・Ｆ」
の交互点滅

「Ｘ」の点滅
・航路内航行船舶は航行可
・航路外にある全船舶は、航路外で航路内航行船の進路を避けて待機
但し、東水路から入航しようとする船舶は入航可、また、西水路から出航しようとする船舶は出航可
・信号は間もなく「Ｘ」の点灯に変わる
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京浜港（横浜区）の管制信号の意味



9,700 10,032 9,755 9,611 9,598 

6,755 
13,259 10,625 13,528 

5,769 

5,822 

5,135 
5,599 

5,882 

73 

26 
33 

3 
10 

0

10,000

20,000

30,000

H21 H22 H23 H24 H25
隻 浦賀水道の管制船舶通航数（年間）

巨大船 準巨大船 危険物積載船 物件えい航船

356 334 279 328 328

107 126
101

138 132
10 14

10
12 15

6 18
10

50 45

0

100

200

300

400

500

600

H21 H22 H23 H24 H25

隻 浦賀水道における船舶通航量（1日平均）

貨物船等 タンカー 旅客船等 漁船

出典：通航船舶実態調査（海上保安庁調べ）

※平成２２年７月１日以降、管制船舶の基準変更

① 第二海保灯台

② 東京湾海上交通センター

③ 観音埼灯台

出典：海上保安統計年報（海上保安庁調べ）

浦
賀
水
道
航
路

①

②③
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浦賀水道航路周辺の主な施設・特徴



船 種
0000
～
2400

0500
～
0700

1000
～
1200

1700
～
1900

貨物船 237 28 12 28

タンカー 106 5 7 11

旅客船 34 2 4 5

その他 210 27 9 23

合計 587 62 32 67

平成２５年１０月２８日の
ＡＩＳ搭載船舶の通航状況

００００～２４００

１７００～１９００１０００～１２００

０５００～０７００
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東京湾口（浦賀水道航路）周辺における通航船舶の状況



０４４５０４２５ ０５００

カンボジア船籍
貨物船
全長：７２m
概要：中ノ瀬航路航行中は、約１０ノ
ットで航行、同航路を通過後は約５
ノットに減速し航行している

０６０００５４０

① ② ③

④ ⑤
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東京湾（浦賀水道航路）周辺における通航船舶の状況（中ノ瀬通過後における低速船の状況）



11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

44,000

50,000

56,000

62,000

68,000

H20 H21 H22 H23 H24

入港船舶

総トン数（万トン）（H24年5位）

隻数（隻）(H24年7位）

管制航路
管制船舶

(H25年入航隻数）
管制対象船舶
（H25年入航隻数）

千葉航路
長さ：7,350m,幅：150m

140m以上・油送船千トン
以上(2,184隻)

50m以上(５百トン未満
除く)(7,886隻)

市原航路
長さ：2,350m,幅：250m

125m以上・油送船千トン
以上,(728隻)

50m以上(５百トン未満
除く)(3,115隻)

0
3,000
6,000
9,000
12,000
15,000
18,000

H20 H21 H22 H23 H24

貨物取扱量

全取扱貨物量（万トン）（H24年第2位）

輸入取扱貨物量（万トン）（H24年第2位）

出典：港湾統計 出典：港湾統計

万トン隻

入航隻数は海上保安庁調べ

万トン

入港隻数は海上保安庁調べ※LNG第2位,原油2位,鉄鉱石10位（H24年）

出典：港湾統計

LNG

31%

原油

29%

石油製

品

11%

鉄鉱石

8%

その他

21%

輸入貨物（H24）

出典：千葉港港湾統計年報

輸入
54%

輸出
5%

移入
19%

移出
22%

取扱貨物の構成（H24）

出典：港湾統計
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千葉港の特徴



4,200

4,600

5,000

5,400

5,800

15,000

18,000

21,000

24,000

27,000

30,000

H20 H21 H22 H23 H24

入港船舶

総トン数（万トン）（H24年17位）

隻数（隻）

内航隻数（隻）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H20 H21 H22 H23 H24

貨物取扱量

全取扱貨物量（万トン）（H24年第12位）

輸入取扱貨物量（万トン）（H24年第4位）

出典：港湾統計

出典：港湾統計・木更津港港湾統計

万トン隻

万トン

入港隻数は海上保安庁調べ

出典：港湾統計

LNG

39%

鉄鉱石

19%

石炭

9%

鋼材

8%

砂利・砂

7%

その他

18%

輸入貨物（H24）

出典：木更津港港湾統計年報

輸入
67%

輸出
7%

移入
13%

移出
13%

取扱貨物の構成（H24）

出典：港湾統計
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木更津港の特徴



2,000

2,400

2,800

3,200

3,600

15,000

17,000

19,000

21,000

H20 H21 H22 H23 H24

入港船舶

総トン数（万トン）（H24年31位） 隻数（隻）

0

400

800

1,200

1,600

H20 H21 H22 H23 H24

貨物取扱量

全取扱貨物量（万トン）（H24年第49位）

移入取扱貨物量（万トン）
出典：港湾統計

出典：港湾統計

万トン隻

万トン

入港隻数は海上保安庁調べ
完成自動車

30%

自動車部品

27%

フェリー扱貨物

15%

砂利・砂

11%

その他

17%

移入貨物（H23）

出典：横須賀港港湾統計年報出典：港湾統計

移入
53%移出

33%

輸出
10%

輸入
4%

取扱貨物の構成（H24）

出典：港湾統計
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横須賀港の特徴



総ト ン数： １６５ トン
全長×巾×深： 38.0×8.0×3.3m
速 力： ２５ ノット以上
就 役： 平成7年2月
所 属： 東京海上保安部
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巡視艇 まつなみ


